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国立那須甲子青少年自然の家

（４）創作活動
内容 自然物を用いた手作りクラフトや火を使っての活動、地域の伝統工芸品に触れる体

験など、様々な創作物を作ることができ、体験活動の思い出として残すことが出来ま

す。

アクティビティ ①白河絵付けだるま ②焼き板 ③木工キーホルダー ④森のたより

⑤わくわく木工 ⑥竹とんぼ ⑦ネイチャー万華鏡

期待される教育効果 ・創造力、表現力

・主体性や積極性

・１つのことをやり遂げる達成感

準備物 自然の家 団体 個人

□制作物キット（有料）

□ペン類

□工具類

□木工用ボンド

□救急セット □汚れても良い服装

□軍手

展開例 【事前】

・ 制作物のキットや見本を確認。必要であれば試作します。

・ 制作物を注文します。（「食事・教材等注文書」より）

・ 制作にあたっての手順や留意点を事前に指導します。

【当日】

・ 貸出物品を借用します。

・ 制作物の準備と安全面の説明をします。

・ 研修室での制作準備などを行います。

【事後】

・ 研修室や会場を清掃・現状復帰します。

・ 貸出物品を事務室へ返却します。



国立那須甲子青少年自然の家

（４）➀白河絵付けだるま

概要 福島県の伝統工芸品である白河だるまは、同県の福島だるまや三春だるまに比べ、丸み

があるのが特徴です。「まゆは鶴」、「ひげは亀」、「耳ひげは松と梅」、「あごひげは竹」を表

しています。白河藩主松平定信が絵師の谷文晁（たにぶんちょう）に図柄を考案させたと

されており、今から約３００年前、城下の繁栄を願って、「だるま市」を開いたのが始まり

と言われています。全国に知られる縁起物で、幸運を招く福々しい「鶴亀松竹梅だるま」

として人気を集めています。

「絵付け用だるま（大）」、「絵付け用だるま（小）」、「絵付け用だるま（和紙）」の３種類

から選んで制作することができます。

ねらい ・主体性、積極性を育みます。

・創造性や独創性を豊かにします。

・日本の伝統工芸について学ぶことができます。

条件 対象 幼児～ 人数 制限なし

時期 通年 実施の判断 ―

準備物 自然の家 団体 個人

□だるま（大・小）（有料） 特になし □汚れても良い服装

□和紙

□墨汁、液体のり、筆

□ペン類

□ブルーシート

活動の流れ 【準備】

（２～３時間） ・ 見本やキットを確認し、３種類の中から制作する物を選びます。

安全管理

留意事項

・ 個数を確認し、「食事・教材等注文書」にて注文します。

【活動】

・ 事務室で注文数を確認し、伝票（納品書・請求書）を受け取ります。

・ だるまを受取り、その他の貸出物品を借用します。

・ 指定された研修室で会場の準備をします。

・ 作成手順を説明後、作成します。

【実施後】

・ 研修室の清掃と現状復帰をします。

・ 貸出物品を事務室へ返却します。

・ この活動に研修指導員の依頼はできません。説明書や見本を参考にしてください。

・ 荒天時の代替プログラムとして計画できます。キャンセル料はかかりません。
・ 床、机などを傷つけたり、汚したりしないように配慮してください。
・ ブルーシート、もしくは作業シートを敷いてから活動してください。

・ 活動の難易度は、絵付けだるま(和紙)＞絵付けだるま(小)＞絵付けだるま(大)です。



国立那須甲子青少年自然の家

（４）②焼き板

概要 250 ㎜×150 ㎜×13 ㎜の板材を焼き上げ、たわしと雑巾で磨きます。その後、思い思いの

イラストや文字を描きます。完成した作品にヒートンと紐をつければ、お部屋の入口など

にかけることもできます。

ねらい ・主体性、積極性を育みます。

・創造性や独創性を豊かにします。

・火を使った活動を取り入れる事ができます。

条件 対象 幼児～ 人数 制限なし

時期 通年 実施の判断 ―

準備物 自然の家

□焼き板セット（有料）

□薪（有料）

□たわし

□かまど、半割りドラム缶

□火ばさみ、スコップ

団体

□マッチ、ライター

□焚きつけ用新聞紙

個人

□汚れても良い服装

□軍手

□磨き用の布・雑巾

活動の流れ

（２～３時間）

【準備】

・ 見本やキットの確認と作成手順を熟知します。

・ 個数、薪の数を確認し、「食事・教材等注文書」にて注文します。

【活動】

・ 売店で焼き板セットを受け取ります。

・ かまど、半割りドラム缶、作業台等を準備します。

・ 安全面について説明します。

・ 作成手順を説明後作成します。

【実施後】

・ 作成した焼き板は、乾燥室で乾燥させます。（翌日以降の引き取り）

・ 残炭の処理と現状復帰をします。

・ 借用物品等を事務室へ返却します。

安全管理

留意事項

・ この活動に研修指導員の依頼はできません。説明書や見本を参考にしてください。

・ 荒天時の代替プログラムとして計画できます。キャンセル料はかかりません。
・ 床、机などを傷つけたり、汚したりしないように配慮してください。
・ 壁掛けに限定することなく、鍋敷きやコースターなど子供の発想を活かした活動になる

よう配慮してください。

・ 薪１セットで１０～２０枚焼くことができます。

・ 用具使用後点検を行い、返却をお願いします。

・ 火を扱うので、火傷など怪我の予防に努めてください。



 

国立那須甲子青少年自然の家

（４）③木工キーホルダー

。

概要 間伐材や廃材などを利用し木の持つ魅力を生かして、オリジナルのキーホルダーを作りま

す。合わせて、森林保護など木材の有効利用を考えていくきっかけをつくることができます

ねらい ・主体性、積極性を育みます。

・創造性や独創性を豊かにします。

・森林破壊や環境保全について学ぶきっかけとなります。

条件 対象 幼児～ 人数 制限なし

時期 通年 実施の判断 ―

準備物 自然の家

□木の台座、アクセサリー

用の目、金具、キーホル

ダー金具（有料）

□切り出しナイフ

□きり、ペンチ

□ペン類

□ブルーシート

団体

□木工用ボンド

□紙やすり

個人

□汚れてもいい服装

活動の流れ

（１～２時間）

【準備】

・ 見本やキットの確認と作成手順を熟知します。

・ 個数を確認し、「食事・教材等注文書」にて注文します。

【活動】

・ 売店で材料を受け取ります。

・ 事務室で必要な物品を借用します。

・ 指定された研修室で会場の準備をします。

・ 作成手順を説明後、作成します。

【実施後】

・ 研修室の清掃と現状復帰をします。

・ 貸出物品を事務室へ返却します。

安全管理

留意事項

・ この活動に研修指導員の依頼はできません。説明書や見本を参考にしてください。

・ 荒天時の代替プログラムとして計画できます。キャンセル料はかかりません。

・ 刃物の取り扱いに十分注意してください。
・ 床、机などを傷つけたり、汚したりしないように配慮してください。
・ 施設内に落ちている廃材や木の枝・実を使用することも可能です。



国立那須甲子青少年自然の家

（４）④森のたより

概要 間伐材等を利用した木製のハガキを作ることができます。作成したハガキは切手を貼っ

て郵送することができます。合わせて、森林保護など木材の有効利用を考えていくきっか

けをつくることができます。

ねらい ・主体性、積極性を育みます。

・創造性や独創性を豊かにします。

・森林破壊や環境保全について学ぶきっかけとなります。

条件 対象 幼児～ 人数 制限なし

時期 通年 実施の判断 ―

準備物 自然の家 団体 個人

□木の板、切手（有料）

□ペン類

□のり

□ペン類 □送り先の住所

□のり

活動の流れ 【準備】

（１～２時間） ・ 見本やキットの確認と作成手順を熟知します。

安全管理

留意事項

・ 個数を確認し、「食事・教材等注文書」にて注文します。

【活動】

・ 売店で切手を受け取ります。

・ 事務室で木の板（はがきサイズ）の個数確認、伝票（納品書・請求書）の受取り及び

必要な物品の借用をします。

・ 指定された研修室で会場の準備をします。

・ 作成手順を説明後、作成します。

【実施後】

・ 切手がしっかりと貼ってあることを確認して、完成品を事務室へ提出します。

・ 研修室の清掃と現状復帰をします。

・ 貸出物品を事務室へ返却します。

・ この活動に研修指導員の依頼はできません。説明書や見本を参考にしてください。

・ 荒天時の代替プログラムとして計画できます。キャンセル料はかかりません。

・ 床、机などを傷つけたり、汚したりしないように配慮してください。
・ 前もって宛先の住所を確認しておいてください。

・ 消印が押せるようにのり付けしてください。セロハンテープで切手を貼る場合は、四方

を塞がないようにご注意ください。

・ 持ち帰ってからポストに投函するなど、自然の家以外から送ることはできません。



国立那須甲子青少年自然の家

（４）⑤わくわく木工

概要 施設の廃材や間伐材などを使ってオリジナルの木工作品を作ることができます。

ねらい ・主体性、積極性を育みます。

・創造性や独創性を豊かにします。

条件 対象 幼児～ 人数 制限なし

時期 通年 実施の判断 ―

準備物 自然の家 団体 個人

□木材、枝、木の実（有料）

□カッター、カッターマット

□木工用ボンド

□グルーガン

□ペン類

□ペン類 特になし

□木工用ボンド

活動の流れ 【準備】

（２～３時間） ・ 見本やキットを確認します。

安全管理

留意事項

・ 個数を確認し、「食事・教材等注文書」にて注文します。

・ 「研修指導員派遣依頼書」を作成し、提出します。

【活動】

・ 事務室で個数の確認、伝票（納品書・請求書）の受取り及び必要な物品の借用をします。

・ 指定された研修室で会場の準備と外部研修指導員との打合せをします。

・ 外部研修指導員の指導の下、作成をします。

【実施後】

・ 研修室の清掃と現状復帰をします。

・ 貸出物品を事務室へ返却します。

・ この活動は研修指導員の指導が必要です。（材料費とは別に講師料が発生します。）

・ 荒天時の代替プログラムとして計画できます。キャンセル料はかかりません。

・ 刃物の取り扱いに十分注意してください。
・ 床、机などを傷つけたり、汚したりしないように配慮してください。
・ 施設内に落ちている廃材や木の枝・実を使用することも可能です。



国立那須甲子青少年自然の家

（４）⑥竹とんぼ

概要 日本では竹を住居や生活にうまく利用する文化がありましたが、今ではその伝統も薄れ

つつあります。伝統的な竹の文化を味わうために、竹自体の持つ魅力を生かした竹とんぼ

を作ることができます。

ねらい ・主体性、積極性、集中力を育みます。

・創造性や独創性を豊かにします。

・竹を生活の中に取り入れていた日本人の伝統文化にふれます。

条件 対象 小学生～ 人数 制限なし

時期 通年 実施の判断 ―

準備物 自然の家 団体 個人

□竹とんぼキット（有料） □ペン類 特になし

□切り出しナイフ

□きり

□ブルーシート

□ペン類

活動の流れ

（２時間）

安全管理

留意事項

【準備】

・ 見本やキットを確認します。

・ 個数を確認し、「食事・教材等注文書」にて注文します。

【活動】

・ 売店で材料を受け取ります。

・ 事務室で必要な物品を借用します。

・ 指定された研修室で会場の準備をします。

・ 作成手順を説明後、作成します。

【実施後】

・ 研修室の清掃と現状復帰をします。

・ 貸出物品を事務室へ返却します。

・ この活動に研修指導員の依頼はできません。説明書や見本を参考にしてください。

・ 荒天時の代替プログラムとして計画できます。キャンセル料はかかりません。

・ 刃物の取り扱いに十分注意してください。
・ 床、机などを傷つけたり、汚したりしないように配慮してください。
・ 飛ばして遊ぶ際は、安全な場所を選び、怪我のないようにご注意ください。



国立那須甲子青少年自然の家

（４）⑦ネイチャー万華鏡

概要 なすかしの森で集めた自然物を入れて、オリジナルの万華鏡をつくります。

ねらい ・主体性、積極性を育みます。

・創造性や独創性を豊かにします。

条件 対象 幼児～ 人数 制限なし

時期 通年 実施の判断 ―

準備物 自然の家

□ネイチャー万華鏡

キット(有料)

□はさみ

□色鉛筆

□ペン類

団体

□自然物（花・木の実など）

□セロハンテープ

□のり

個人

□ビニール袋

活動の流れ

（１～２時間）

【準備】

・ 見本やキットの確認と作成手順を熟知します。

・ 個数を確認し、「食事・教材等注文書」にて注文をします。

【活動】

・ 売店で材料を受け取ります。

・ 事務室で必要な物品を借用します。

・ 指定された研修室で会場の準備をします。

・ 作成手順を説明後、作成します。

【実施後】

・ 研修室の清掃と現状復帰をします。

・ 貸出物品を事務室へ返却します。

安全管理

留意事項

・ この活動に研修指導員の依頼はできません。説明書や見本を参考にしてください。

・ 荒天時の代替プログラムとして計画できます。キャンセル料はかかりません。

・ 床、机などを傷つけたり、汚したりしないように配慮してください。
・ 自然物の採取は、安全面に留意することと、国立公園内なので、むやみやたらに採取し

ないようにしてください。


